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深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和６年２月２７日（火） 

誇りと自信をもって 
校長 三村 文弥 

 
 ２月１日（木）は開校記念日でした。今年で１１６周年となります。１９０８年（明治４１年）２月１

日に西興部小学校の前身となる「興部小学校所属上興部第一教習所」の開校式が行われました。令和７年

に開村１００周年を迎える西興部村が誕生したのは、１９２５年（大正１４年）のことですから、開村以

前から西興部小学校は、明治・大正・昭和・平成・令和と 5 つの時代で地域の子どもたちの成長を支え、

見守ってきたことになります。 

校長室に置いてある「西興部村史」には、開校当時の校舎や授業状況について、『…冬は寒くて、稲き

び藁で外から壁を囲ってもらった。最初は大きないろりに薪を燃やしていたが、二年ほどしてから薪スト

ーブがはいった。…開校直後は机がなくて、荒むしろの上で腹ばいになり字を書いたが、ノートや鉛筆は

なく、石板に石筆で字を書いた。…』と紹介されています。地域の開拓と子どもたちの教育に奔走した当

時の人々の苦難や奮闘ぶりが偲ばれます。その後、校舎移転や校名改称が繰り返され、現在の校舎は昭和

５２年に落成し、今に至ります。「続西興部村史」には、

現校舎について『当初は白色系で統一され、教育の場

にふさわしい洗練された校舎であった。』と紹介され

ていました。右の写真は、落成当時に描かれた校舎完

成図です。緑とオレンジの西興部カラーで統一された

現校舎も素敵ですが、以前の白亜の校舎もモダンな感

じがします。 

 自分が学んだ学校が好きで、その学校に誇りをもつことは、自分自身に誇りや自信をもつことにつなが

ります。学校で友だちと一緒に学習や運動をがんばるのが好きになり、学校行事などで助け合ったり、励

まし合ったりして達成感を味わうことで自分の成長を感じ、自分自身に誇りや自信をもてるようになり

ます。今年度の本校の重点目標は、「自ら学び 高め合う子」でした。子どもたちに目標をもたせ、成功

体験や失敗からも学べるよう指導方法を工夫し、充実感や達成感を味わえるように努めてきました。子ど

もたち一人一人が、「なりたい自分」を見つけて自ら成長させ、長い歴史と伝統ある西興部小学校と自分

自身に誇りと自信をもってほしいと思います。 

 

来年度の教育活動について 
２４日の全校参観日には、多くの保護者の皆様にご参観いただきありがとうございました。全体懇談会はで

は、「今年度のふりかえりと来年度の教育活動について」ご説明させていただきました。教育活動の変更点な

ど令和６年度の教育活動の概要について、改めてお知らせします。 

【学校行事等の主な変更点】 

・毎年６月に実施していた遠足を９月２７日に行います。 

・１年生の５時間授業は、連休明けの５月７日から始まります。 

・学芸会を土曜日開催に変更し、１０月１９日（土）に開催します。 

・欠席等の連絡はマチコミメールでお願いします。 

・学級通信/時間割は隔週で発行します。 

 

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


